
区　分

テーマ・事業名
子ども会議プロジェクト
【事業費予算　1,000千円】

事業目的・概要

【目的】
　「未来につながる元気の目を育てる」「区内各地をつなぐ仕掛け・仕組みをつくる」
「区内の一体感を創出する」をテーマに地域の現状・将来像( 夢) を、大人と子ども
が一緒になって、学び・考える場を設け、取り組むことで、次世代の担い手育成や、
区づくりへの気運を高めることを目的とする。
【概要】
　このプロジェクトは、子どもたちが区内の現状や課題、地域の取り組みなどについて大
人と一緒に考える機会を会議という形にし、自分たちの地域に関心を持つとともに、子
どもの視点からの意見を江南区のまちづくりに取り入れようという取り組みです。

事業の実施実績
（実施回数 参加者数など）

○この事業実施に向けたプロジェクト会議を設置。
○７月下旬から８月上旬に各小学校を訪問し、実施について、相談を行った。
○亀田小学校において12月８日（土）実施
　・時間：午前９時半～１１時　　・会場：亀田小学校
　・3年生以上の児童会の学級委員（40人位）を中心に声をかけ、募集
　・参加募集は、亀田小学校を通じて行った。

・内容等
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内　　容

事業の評価

○子ども目線で見たまちの様子等は大人の想定範囲であったが、子どもたちが大
　 人と話ができたことへの楽しさを感じてもらえた点は評価できる。
○改めて自分のまちのことに関心が持てたという子どもの感想が多く良かった。
○全体としては、当日の進行はうまくいった。(レールの上を走らされてる感もあり、
　 子どもの本音をうまく引き出せなかったのではとの不安もある。)

○平成25年度は、平成24年度の成果をまとめ、次の段階を考える。
○今回のノウハウを検証して、運営支援がなくとも同じプログラムが実施できるよう来年
　 度に引き継げるよう努力が必要
○開催方法として小学校区に限定せずに、定員を決めて募集して実施し、広域になる
　場合は、交通手段（バス等）を用意等検討も必要。
○平成25年度は複数回（３回程度）実施を目指す。
○子ども達の意見を整理し、関係機関へ情報提供したり、子ども達の意見がでた場所
　 などを一緒に歩いてみることなど、今年度の事業を改善しながら、子ども会議は継
　 続していく必要がある。

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な

ど

備考

（実施回数，参加者数など） 　・内容等
　　①アイスブレーキング（20分程度）→　　②グループワーク（40分程度）
　　→　③まとめ（班別）　　（10分）→　　④発表（3分～/班）　（20分）
○今回は亀田小学校の４～６年生から募集した38人が参加し、区自治協議会委員
　 と一緒に８グループに分かれ、「亀田のこんなところが好き・こうなってほしい」をテ
　 ーマに話し合った。


